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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部ガイドレール組立体と、
　前記外部ガイドレール組立体の一端にスライド可能に設置され、且つ第一サーバーケー
スを取り付けることに用いられる第一内部ガイドレール組立体と、
　前記第一内部ガイドレール組立体のスライド方向に沿って位置し、前記外部ガイドレー
ル組立体の他端にスライド可能に設置され、且つ第二サーバーケースを取り付けることに
用いられる第二内部ガイドレール組立体と、
を備え、
　前記第一内部ガイドレール組立体及び前記第二内部ガイドレール組立体は、前記外部ガ
イドレール組立体からともに同一方向に引き出されることを特徴とするサーバーケース用
ガイドレール装置。
【請求項２】
　前記第二内部ガイドレール組立体に設置され、且つ前記第一内部ガイドレール組立体を
引っ掛けることができるフック部材と、
　前記外部ガイドレール組立体に設置され、且つ前記第一内部ガイドレール組立体及び前
記第二内部ガイドレール組立体が前記外部ガイドレール組立体の一端から引き出される場
合に、前記フック部材を前記第一内部ガイドレール組立体から離隔されるリリース部材と
、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
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【請求項３】
　前記第一内部ガイドレール組立体には、突起が設けられ、
　前記第二内部ガイドレール組立体のフック部材は、前記突起に引っ掛けることができる
ことを特徴とする請求項２に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【請求項４】
　前記第一内部ガイドレール組立体は、前記外部ガイドレール組立体にスライド可能に設
置された第一内部ガイドレール及び該第一内部ガイドレールに固定された第一連接モジュ
ールを備え、
　前記突起は、前記第一連接モジュールに設置され、
　前記第一サーバーケースは、前記第一連接モジュールに取り付けられることを特徴とす
る請求項３に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【請求項５】
　前記リリース部材には、リリースシートが設置されることを特徴とする請求項２～４の
いずれか一項に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【請求項６】
　前記フック部材は、対向して設置されるフック部材側ガイド部及びフック部と、該フッ
ク部の一端から延在されるフック部材側弾性シートと、を備え、
　前記フック部の一端は、前記第二ガイドレール組立体に枢着され、前記フック部の他端
は、前記第一内部ガイドレール組立体の前記突起に引っ掛けることができ、
　前記フック部材側弾性シートの自由端は、前記外部ガイドレール組立体または前記第二
内部ガイドレール組立体に当接することができ、
　前記フック部材側ガイド部は、前記リリースシートに沿ってスライドすることができ、
従って、前記フック部材のフック部が前記突起から離隔することにすることを特徴とする
請求項５に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【請求項７】
　前記第二内部ガイドレール組立体は、前記外部ガイドレール組立体にスライド可能に設
置された第二内部ガイドレール及び該第二内部ガイドレールに固定された第二連接モジュ
ールを備え、
　前記フック部の一端は、前記第二連接モジュールに枢着され、
　前記第二サーバーケースは、前記第二連接モジュールに取り付けられることを特徴とす
る請求項６に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【請求項８】
　前記外部ガイドレール組立体は、前記リリース部材に固定された外部ガイドレール及び
該外部ガイドレールにスライド可能に設置された中部ガイドレールを備え、
　前記第一内部ガイドレール組立体及び前記第二内部ガイドレール組立体は、別々に、前
記中部ガイドレールの両端にスライド可能に設置され、
　前記外部ガイドレールと前記中部ガイドレールとの間、前記中部ガイドレールと前記第
一内部ガイドレールとの間、及び、前記中部ガイドレールと前記第二内部ガイドレールと
の間には、スライド補助部材が全て設置されることを特徴とする請求項７に記載のサーバ
ーケース用ガイドレール装置。
【請求項９】
　前記第二内部ガイドレール組立体における前記第一内部ガイドレール組立体に近接する
一端には、第二内部ガイドレール組立体側弾性シートが設置され、
　該第二内部ガイドレール組立体側弾性シートの自由端には、係合孔が開設され、
　前記中部ガイドレールにおける前記第二内部ガイドレール組立体に近付く両端には、別
々に、第一定位部及び第二定位部が設置され、
　前記第一定位部及び前記第二定位部は、前記第二内部ガイドレール組立体側弾性シート
に向かって延在された定位部側係止シート及び該定位部側係止シートの近傍に位置する貫
通孔を備え、
　前記第一定位部の定位部側係止シート及び前記第二定位部の定位部側係止シートは、前
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記第二内部ガイドレール組立体側弾性シートの係合孔に選択的に係合されることを特徴と
する請求項８に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【請求項１０】
　少なくとも１つの定位モジュールをさらに備え、
　前記中部ガイドレールにおける前記第一内部ガイドレール組立体に近接する位置には、
少なくとも１つの付設部が設置され、
　前記定位モジュールは、前記付設部に取り付けられ、
　前記第一内部ガイドレール組立体には、前記定位モジュールに対応する少なくとも１つ
の第一内部ガイドレール組立体側ガイド部が設置され、
　前記外部ガイドレールの一端の近傍には、少なくとも１つの外部ガイドレール側係止シ
ートが設置され、
　前記定位モジュールは、前記外部ガイドレール側係止シートに係止されることができ、
　前記第一内部ガイドレール組立体側ガイド部は、前記定位モジュールを前記外部ガイド
レール側係止シートから離隔されることを特徴とする請求項９に記載のサーバーケース用
ガイドレール装置。
【請求項１１】
　前記定位モジュールは、少なくとも１つのスライド部材及び弾性部材を備え、
　前記弾性部材の一端は、前記中部ガイドレールに固定され、
　前記スライド部材の一端は、前記弾性部材の他端に連接し、且つ前記第一内部ガイドレ
ール組立体の前記第一内部ガイドレール組立体側ガイド部に沿ってスライドすることがで
き、
　前記中部ガイドレールの付設部は、ガイド孔を備え、
　前記スライド部材の他端は、前記ガイド孔の中でスライドすることができ、且つ前記外
部ガイドレールの前記外部ガイドレール側係止シートに係止されることができ、
　前記弾性部材の弾性力は、前記スライド部材を前記ガイド孔の一端に位置させることを
特徴とする請求項１０に記載のサーバーケース用ガイドレール装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サーバーケース用ガイドレール装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現有の技術において、常にガイドレールによってサーバーケースをキャビネットに取り
付ける。前記ガイドレールは、外部ガイドレール、中部ガイドレール及び内部ガイドレー
ルを備える三段式であることができ、外部レールと内部ガイドレールを備える二段式であ
ることもできる。一般的に、キャビネットに付設された一対のガイドレールは、一つの標
準長さを有するサーバーケースに対応する。
【０００３】
　しかし、一部分のサーバーケースの長さが標準長さの半分であって、このようなサーバ
ーケースを現有のキャビネットに取り付けると、キャビネット内の有限な空間を浪費する
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、前記課題を解決し、２つのサーバーケースを取り付けることができる
ガイドレール装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記目的を達成するため、本発明に係るガイドレール装置は、外部ガイドレール組立体
と、前記外部ガイドレール組立体の一端にスライド可能に設置され、且つ第一サーバーケ
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ースを取り付けることに用いられる第一内部ガイドレール組立体と、前記外部ガイドレー
ル組立体の他端にスライド可能に設置され、且つ第二サーバーケースを取り付けることに
用いられる第二内部ガイドレール組立体と、を備える。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明に係るガイドレール装置において、１つの外部ガイドレール組立体の両端に設置
された第一内部ガイドレール組立体及び第二内部ガイドレール組立体によって、２つのサ
ーバーケースを全て前記外部ガイドレール組立体に取り付けて、キャビネット内の有限な
空間を効果的に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の立体分解図である。
【図２】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の立体分解図である。
【図３】図２に示すガイドレール装置の局部拡大図である。
【図４】図２に示すガイドレール装置の局部拡大図である。
【図５】図１に示すガイドレール装置の第一内部ガイドレールの拡大図である。
【図６】図１に示すガイドレール装置の第一連接モジュールの連接部材を他の角度から見
た図である。
【図７】図１に示すガイドレール装置の第二内部ガイドレールの組立断面図である。
【図８】図１に示すガイドレール装置の第二連接モジュールの連接部材とフック部材の組
立状態を他の角度から見た図である。
【図９】図１に示すガイドレール装置の中部ガイドレールと第一及び第二定位モジュール
の組立図である。
【図１０】図９を他の角度から見た図である。
【図１１】図１に示す外部ガイドレール組立体、第一スライド補助部材、第二スライド補
助部材、第三スライド補助部材、第一内部ガイドレール及び第二内部ガイドレールの組立
状態を示す図である。
【図１２】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の組立図である。
【図１３】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の組立図である。
【図１４】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の使用状態を示す図である。
【図１５】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の使用状態を示す図である。
【図１６】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の使用状態を示す図である。
【図１７】本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置の使用状態を示す図である。
【図１８】本発明の第二実施形態に係るガイドレール装置の立体分解図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【０００９】
　図１及び図２を参照して、本発明の第一実施形態に係るガイドレール装置は、三段式で
あって、２つのサーバーケースに同時に取り付けることができる。前記ガイドレール装置
は、外部ガイドレール組立体と、リリース部材２０と、一対の第一スライド補助部材３０
と、一対の第二スライド補助部材３２と、一対の第三スライド補助部材３４と、第一定位
モジュールと、第二定位モジュールと、第一内部ガイドレール組立体と、第二内部ガイド
レール組立体と、フック部材９０と、を備える。前記外部ガイドレール組立体は、外部ガ
イドレール１０及び中部ガイドレール４０を備える。前記第一内部ガイドレール組立体は
、第一内部ガイドレール５０及び第一連接モジュール７０を備える。前記第二内部ガイド
レール組立体は、第二内部ガイドレール６０及び第二連接モジュール８０を備える。
【００１０】
　前記外部ガイドレール１０は、ガイドレール１２及び２つの係止部材１４を備える。前
記ガイドレール１２の断面は、略Ｃ字形状である。前記ガイドレール１２の両端近傍には
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、第一係止シート１２６及び第二係止シート１２８が対称的に内側へ突出されている。前
記第一係止シート１２６は、前記ガイドレール１２の左上部に位置し、アーチ型のガイド
部１２６１及び該ガイド部１２６１の左側に位置する係止部１２６２を備える。前記第二
係止シート１２８は、前記ガイドレール１２の右下部に位置し、アーチ型のガイド部１２
８１及び該ガイド部１２８１の右側に位置する係止部１２８２を備える。前記係止部材１
４は、略Ｃ字形状であって、その上下両端から２つの制限部１４２が垂直方向に延在され
る。
【００１１】
　ねじのような複数の固定部材によって、前記２つの係止部材１４を別々に前記ガイドレ
ール１２の両端に固定して、前記係止部材１４を前記ガイドレール１２の内側表面に当接
させ、前記係止部材１４の２つの制限部１４２を前記ガイドレール１２の頂部及び底部に
当接させる。
【００１２】
　前記リリース部材２０は、取付部２２及び該取付部２２の頂部から延在され且つＣ字形
断面を有する収容部２４を備える。前記収容部２４の底部近傍には、リリースシート２４
２が設置され、該リリースシート２４２は、前記収容部２４の底部から上方へ延在してか
ら垂直方向に内側へ曲がって形成される。前記リリースシート２４２は、垂直面及び該垂
直面に上部に位置する平面を備え、前記垂直面の右側に傾斜するガイド部が形成される（
図１５を参照する）。
【００１３】
　前記中部ガイドレール４０は、ガイドレール４２及び２つの係止部材４４を備える。前
記ガイドレール４２は、略弓字形状の断面を有し、上凹部と、下凹部と、前記上凹部及び
前記下凹部の間に位置し、且つ内側へ突出される突出部と、を備える。前記ガイドレール
４２の左端近傍には、内側へ延在される当止シート４２９が設置される。前記ガイドレー
ル４２における前記当止シート４２９の右側に順次に第一付設部、第二付設部、第一定位
部、第二定位部が設置されている。
【００１４】
　図１、図２、及び図４を参照すると、前記第一付設部は、左側から右側に至って順次に
前記突出部の底部に位置する矩形状の取付孔４６３と、該取付孔４６３の上方に位置する
固定孔４６７と、前記突出部を貫通する方形の収容孔４６５と、Ｔ字形状のガイド孔４６
１と、を備える。前記ガイド孔４６１は、前記突出部の頂部に位置し且つ前記ガイドレー
ル４２の長手方向に沿って延在する取付部４６１４と、前記突出部の中部に位置し且つ前
記取付部４６１４に直交するガイド部４６１２と、を備える。
【００１５】
　図１～図３を参照すると、前記第二付設部は、左側から右側に至って順次に逆Ｔ字形の
ガイド孔４８１と、前記突出部を貫通する方形の収容孔４８５と、前記収容孔４８５の片
側に位置する固定孔４８７と、前記突出部の頂部に位置する矩形状の取付孔４８３と、を
備える。前記ガイド孔４８１は、前記突出部の底部に位置し且つ前記ガイドレール４２の
長手方向に沿って延在する取付部４８１４と、前記突出部の中部に位置し且つ前記取付部
４８１４に直交するガイド部４８１２と、を備える。
【００１６】
　図１、図２、図９及び図１０を参照すると、前記第一定位部は、左側から右側に至って
順次に前記突出部から内側へ延在される係止シート４２１及び貫通孔４２２を備える。前
記第二定位部は、左側から右側に至って順次に前記突出部から内へ延在される係止シート
４２３及び貫通孔４２４を備える。
【００１７】
　前記係止部材４４は、前記ガイドレール４２のように略弓字形状の断面を有し、その一
端の頂部及び底部が別々に外へ延在して一対の第一制限部４４２を形成し、その頂部及び
底部が別々に外へ延在して一対の第二制限部４４３を形成する。ねじのような複数の固定
部材によって、前記２つの係止部材４４を別々に前記ガイドレール４２の両端に固定して
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、前記第二制限部４４３を前記ガイドレール４２の上凹部及び下凹部に収容させ、前記係
止部材４４を前記ガイドレール４２の内側表面に当接させる。前記第一制限部４４２の片
側は前記ガイドレール４２の端部に当接され、且つ前記第一制限部４４２は前記ガイドレ
ール４２の頂部及び底部から伸び出す。
【００１８】
　図１、図２、及び図４を参照すると、前記第一定位モジュールは、スライド部材４６２
と、固定部材４６４と、弾性部材４６６と、を備える。前記スライド部材４６２は、円盤
状のヘッド部と、該ヘッド部の両側に位置する２つのネック部と、２つのネック部の外端
に位置する円柱部を備え、前記円柱部の寸法は、前記ネック部の寸法より大きいが前記ヘ
ッド部の寸法より小さい。前記固定部材４６４は、略「エ」字形状であって、互いに平行
される第一取付ロッド及び第二取付ロッドと、前記第一取付ロッドと前記第二取付ロッド
との間に垂直方向に設置される連接ロッド４６４５と、を備える。前記連接ロッド４６４
５における前記中部ガイドレール４０に対向しない片側には、係止フック４６４６が設置
される。前記第一取付ロッドには、下方向へ突出される係止部４６４４が設置され、且つ
該係止部４６４４に半円形状の開口が設置され、前記第二取付ロッドには、上方向へ突出
される係止部４６４２が設置される。前記弾性部材４６６は、略Ｊ字形状であって、長さ
が異なる２つのアームを備え、短いアームの端末に当止部が形成され、長いアームの端末
に係合フックが形成される。
【００１９】
　図１～図３を参照すると、前記第二定位モジュールは、スライド部材４８２と、固定部
材４８４と、弾性部材４８６と、を備える。前記固定部材４８４は、略「エ」字形状であ
って、互いに平行される第一取付ロッド及び第二取付ロッドと、前記第一取付ロッドと前
記第二取付ロッドとの間に垂直方向に設置される連接ロッド４８４５と、を備える。前記
連接ロッド４８４５における前記中部ガイドレール４０に対向しない片側には、係止フッ
ク４８４６が設置される。前記第一取付ロッドには、下方向へ突出される係止部４８４４
が設置され、前記第二取付ロッドには、上方向へ突出される係止部４８４２が設置され、
且つ該係止部４８４２に半円形状の開口が設置される。前記第一取付ロッド及び前記第二
取付ロッドにおける前記中部ガイドレール４０に対向しない片側には、制限部４８４１が
設置される。
【００２０】
　図１、図２、及び図５を参照すると、前記第一内部ガイドレール５０は、略Ｃ字形状の
断面を有し、その中部の底部近傍に略半円形状の第一ガイド部５６が内側へ延在され、そ
の右端の頂部近傍に略半円形状の第二ガイド部５８が内側へ延在され、前記第一ガイド部
５６と前記第二ガイド部５８との間に橋状の当止塊５９が内へ延在され、その長手方向に
沿って固定孔５４を有する複数の円柱形の突起が外へ突出される。
【００２１】
　図１、図２及び図７を参照すると、前記第二内部ガイドレール６０は、ガイドレール６
４及び弾性シート６２を備える。前記ガイドレール６４の断面は、略Ｃ字形状である。前
記ガイドレール６４の長手方向に沿って固定孔６４４を有する複数の円柱形の突起が外側
へ突出される。前記ガイドレール６４の一端に内側へ延在される取付部６４２が設置され
る。前記弾性シート６２の両端がその中部に対して曲がって係合部６２４及び取付部６２
２を形成し、前記係合部６２４の中部に係合孔６２４２が開設され、前記取付部６２２に
２つの取付孔が開設される。前記弾性シート６２の取付部６２２の取付孔及び前記ガイド
レール６４の取付部６４２によって、前記弾性シート６２を前記第二内部ガイドレール６
０のガイドレール６４に固定する。
【００２２】
　図１、図２及び図６を参照すると、前記第一連接モジュール７０は、取付部材７２及び
連接部材７４を備える。前記取付部材７２の頂部近傍に複数の取付孔７２２が該取付部材
７２の長手方向に沿って開設され、前記取付部材７２の底部近傍に複数の窪みが設置され
、且つ該窪みの底面にねじ孔７２４が開設される。前記連接部材７４の上部が前記中部ガ
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イドレール４０に向かって垂直方向に曲がってＬ字形状の湾曲部を形成し、前記連接部材
７４の一端にハンドル７４１が設置され、他端の中部から下部に至る所は切口であるため
、前記連接部材７４の上部がその長手方向に沿って延在部７４５を形成する。前記連接部
材７４の頂部における前記湾曲部の背面且つ前記ハンドル７４１の近傍に積載部７４２が
設置され、該積載部７４２に複数のＬ字形状の固定スロット７４４が間隔的に設置される
。前記湾曲部の頂部には、前記固定スロット７４４に対応する複数の開口が開設される。
前記連接部材７４の底部における前記ハンドル７４１の近傍には、複数の取付孔７４６が
間隔的に設置される。前記延在部７４５における前記ハンドル７４１から離れている一端
には、前記湾曲部に向かって突起７４５２が設置される。前記延在部７４５における前記
突起７４５２の近傍に前記湾曲部の頂部まで延在されるスロット７４５８が開設される。
前記連接部材７４の積載部７４２の複数のＬ字形状の固定スロット７４４は、第一サーバ
ーケース（図示せず）の側壁に設置された固定栓を係合することに用いられ、従って前記
第一サーバーケースを前記連接部材７４に取り付ける。
【００２３】
　図１、図２及び図８を参照すると、前記第二連接モジュール８０は、取付部材８２及び
連接部材８４を備える。前記取付部材８２の頂部近傍には、複数の取付孔８２２が該取付
部材８２の長手方向に沿って開設され、前記取付部材８２の底部近傍には、複数の窪みが
設置され、且つ該窪みの底面にねじ孔８２４が開設される。前記連接部材８４の一端近傍
の頂部には、前記中部ガイドレール４０に向かうＬ字形状の湾曲部８４０が形成され、該
湾曲部８４０と前記連接部材８４によって収容空間を形成する。前記連接部材８４におけ
る前記湾曲部８４０の近傍には、ねじ孔８４１が開設される。前記連接部材８４の底部に
は、複数の取付孔８４６が間隔的に設置される。前記連接部材８４の他の一端の上部には
、積載部８４２が設置され、該積載部８４２には、複数のＬ字形状の固定スロット８４４
が間隔的に設置される。前記連接部材８４の積載部８４２の複数のＬ字形の固定スロット
８４４は、第二サーバーケース（図示せず）の側壁に設置された固定栓を係合することに
用いられ、従って前記第二サーバーケースを前記連接部材８４に取り付ける。
【００２４】
　前記フック部材９０は、頂面と、該頂面の２つの側縁から垂直方向に下方向へ延在され
るフック部９１及びガイド部９３と、前記頂面の１つの端末から傾斜的に延在される弾性
シート９４と、を備える。前記フック部９１における前記弾性シート９４から離れている
一端には、フック９１３が設置され、前記フック部９１における前記弾性シート９４に近
付く一端には、枢着孔が開設される。前記ガイド部９３における前記弾性シート９４から
離れている一端に斜辺が設置される。
【００２５】
　組み立てる時、前記第一定位モジュール及び前記第二モジュールを別々に前記中部ガイ
ドレール４０のガイドレール４２の第一付設部及び第二付設部に取り付け、前記一対の第
一スライド補助部材３０、前記一対の第二スライド補助部材３２及び前記一対の第三スラ
イド補助部材３４によって、前記外部ガイドレール１０、前記中部ガイドレール４０、前
記第一内部ガイドレール５０及び前記第二内部ガイドレール６０をスライド可能に組み立
て、前記フック部材９０を前記第二連接モジュール８０の連接部材８４に取り付け、前記
第一連接モジュール７０及び前記第二連接モジュール８０を別々に前記第一内部ガイドレ
ール５０及び前記第二内部ガイドレール６０に取り付け、前記外部ガイドレール１０を前
記リリース部材２０に取り付ける。
【００２６】
　図４、図９及び図１０を参照すると、前記第一定位モジュールを組み立てる時、前記ス
ライド部材４６２の一端の円柱部を前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２のガイ
ド孔４６１を貫かせて、且つそのネック部を前記ガイド孔４６１のガイド部４６１２にガ
イド可能に収容させると、そのヘッド部が前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２
の内側に位置することになる。前記固定部材４６４の第一取付ロッドの係止部４６４４を
前記ガイド孔４６１の取付部４６１４を貫かせ、前記固定部材４６４の第二取付ロッドの
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係止部４６４２を前記第一付設部の取付孔４６３を貫かせて、前記係止部４６４４，４６
４２を前記ガイドレール４２の背面に貼り合わせ、前記固定部材４６４の連接ロッド４６
４５を前記第一付設部の収容孔４６５に収容し、前記固定部材４６４の第一取付ロッド及
び第二取付ロッドを前記ガイドレール４２の内側に貼り合わせて、前記固定部材４６４を
前記ガイドレール４２に取り付ける。前記係止部４６４４の半円形状の開口及び前記ガイ
ド孔４６１のガイド部４６１２によって前記スライド部材４６２のスライド路程を制限す
る。前記弾性部材４６６のＪ字形状の底部を前記スライド部材４６２の他の一端のネック
部に掛ける。前記弾性部材４６６の短いアームの端末の当止部が前記スライド部材４６２
の対応するネック部を当止して、前記スライド部材４６２を前記弾性部材４６６のＪ字形
状の底部に制限する。前記弾性部材４６６の長いアームを前記連接ロッド４６４５の係止
フック４６４６に当接させ、前記弾性部材４６６の係止フックを前記第一付設部の固定孔
４６７に引っ掛ける。前記弾性部材４６６の弾性力の作用によって、前記スライド部材４
６２は前記ガイド孔４６１のガイド部４６１２の下端に位置することになる。
【００２７】
　図３、図９及び図１０を参照すると、前記第二定位モジュールを組み立てる時、前記ス
ライド部材４８２の一端の円柱部を前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２のガイ
ド孔４８１を貫かせてから、そのネック部を前記ガイド孔４８１のガイド部４８１２にガ
イド可能に収容させると、そのヘッド部が前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２
の内側に位置することになる。前記固定部材４８４の第二取付ロッドの係止部４８４２を
前記ガイド孔４８１の取付部４８１４を貫かせ、前記固定部材４８４の第一取付ロッドの
係止部４８４４を前記第二付設部の取付孔４８３を貫かせて、前記係止部４８４２，４８
４４を前記ガイドレール４２の背面に貼り合わせ、前記固定部材４８４の連接ロッド４８
４５を前記第二付設部の収容孔４８５に収容して、前記固定部材４８４を前記ガイドレー
ル４２に取り付け、前記第一取付ロッド及び前記第二取付ロッドの制限部４８４１を別々
に前記ガイドレール４２の上凹部及び下凹部に貼り合わせる。前記係止部４８４２の半円
形状の開口及び前記ガイド孔４８１のガイド部４８１２によって前記スライド部材４８２
のスライド路程を制限する。前記弾性部材４８６のＪ字形状の底部を前記スライド部材４
８２の他の一端のネック部に掛ける。前記弾性部材４８６の短いアームの端末の当止部が
前記スライド部材４８２の対応するネック部を当止して、前記スライド部材４８２をその
Ｊ字形状の底部に制限する。前記弾性部材４８６の長いアームを前記連接ロッド４６４５
の係止フック４８４６に当接させ、前記弾性部材４８６の係止フックを前記第二付設部の
固定孔４８７に引っ掛ける。前記弾性部材４８６の弾性力の作用によって、前記スライド
部材４８２は前記ガイド孔４８１のガイド部４８１２の上端に位置することになる。
【００２８】
　図１、図２及び図１１を参照すると、前記一対の第一スライド補助部材３０、前記一対
の第二スライド補助部材３２及び前記一対の第三スライド補助部材３４の組立過程を説明
する。１つの第一スライド補助部材３０は、前記外部ガイドレール１０のガイドレール１
２の頂部の内側表面と前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の頂部の外側表面と
の間にスライド可能に挟まり、他の一つの第一スライド補助部材３０は、前記外部ガイド
レール１０のガイドレール１２の底部の内側表面と前記中部ガイドレール４０のガイドレ
ール４２の底部の外側表面との間にスライド可能に挟まり、且つ前記一対の第一スライド
補助部材３０を前記外部ガイドレール１０の両端の係止部材１４の制限部１４２との間に
位置させて、前記中部ガイドレール４０を前記外部ガイドレール１０にスライド可能に取
り付ける。１つの第二スライド補助部材３２は、前記中部ガイドレール４０のガイドレー
ル４２の頂部の内側表面及び前記第一内部ガイドレール５０の頂部の外側表面との間にス
ライド可能に挟まり、他の一つの第二スライド補助部材３２は、前記中部ガイドレール４
０のガイドレール４２の底部の内側表面及び前記第一内部ガイドレール５０の底部の外側
表面との間にスライド可能に挟まり、且つ前記一対の第二スライド補助部材３２を前記中
部ガイドレール４０の左側の係止部材４４の第二制限部４４３と前記第二定位モジュール
の固定部材４８４の制限部４８４１との間に位置させて、前記第一内部ガイドレール５０
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を前記中部ガイドレール４０にスライド可能に取り付ける。１つの第三スライド補助部材
３４は、前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の頂部の内側表面及び前記第二内
部ガイドレール６０のガイドレール６４の頂部の外側表面との間にスライド可能に挟まり
、他の一つの第二スライド補助部材３２は、前記中部ガイドレール４０のガイドレール４
２の底部の内側表面及び前記第二内部ガイドレール６０のガイドレール６４の底部の外側
表面との間にスライド可能に挟まり、且つ前記一対の第三スライド補助部材３４を前記中
部ガイドレール４０の右側の係止部材４４の第二制限部４４３と前記第二定位モジュール
の固定部材４８４の制限部４８４１との間に位置させて、前記第二内部ガイドレール６０
を前記中部ガイドレール４０にスライド可能に取り付ける。
【００２９】
　図５、図７、図９、及び図１１～図１３を同時に参照すると、前記第一内部ガイドレー
ル５０の第二ガイド部５８が前記第二定位モジュールのスライド部材４８２の上方に位置
し且つ前記スライド部材４８２の外側の円柱部を推すことにより、前記スライド部材４８
２が前記第二付設部のガイド孔４８１のガイド部４８１２に沿って該ガイド部４８１２の
下端までスライドし、且つ前記第二定位モジュールの弾性部材４８６が前記スライド部材
４８２に押圧されて弾性変形する。前記第一内部ガイドレール５０の第一ガイド部５６が
前記第一定位モジュールのスライド部材４６２の下方に位置し且つ前記スライド部材４６
２の外側の円柱部を推すことにより、前記スライド部材４６２が前記第一付設部のガイド
孔４６１のガイド部４６１２に沿って該ガイド部４６１２の上端までスライドし、且つ前
記第一定位モジュールの弾性部材４６６が前記スライド部材４６２に押圧されて弾性変形
する。前記第二内部ガイドレール６０の弾性シート６２の係合部６２４の係合孔６２４２
は、前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第一定位部の係止シート４２１を係
合する。
【００３０】
　図１、図２及び図８を参照すると、前記フック部材９０を組み立てる時、ねじで前記フ
ック部材９０のフック部９１の枢着孔及び前記第二連接モジュール８０の連接部材８４の
ねじ孔８４１を貫いて、前記フック部材９０を前記第二連接モジュール８０の連接部材８
４に螺合して、前記フック部材９０のフック部９１の外側面が前記連接部材８４の対応す
る側に当接し、前記フック部材９０の弾性シート９４は、前記連接部材８４の湾曲部８４
０の下方に位置し、前記フック部材９０は、前記枢着孔を中心として回動することができ
る。
【００３１】
　図１、図２、図５、図６、図８、及び図１１～図１３を参照すると、前記第一連接モジ
ュール７０、前記第二連接モジュール８０及び前記リリース部材２０を組み立てる時、複
数のねじで前記第一連接モジュール７０の取付部材７２の取付孔７２２を貫いて、前記第
一連接モジュール７０の取付部材７２を前記第一内部ガイドレール５０の固定孔５４に螺
合する。複数のねじで前記第一連接モジュール７０の連接部材７４の取付孔７４６を貫い
て、前記第一連接モジュール７０の連接部材７４を前記取付部材７２のねじ孔７２４に螺
合する。複数のねじで前記第二連接モジュール８０の取付部材８２の取付孔８２２を貫い
て、前記第二連接モジュール８０の取付部材８２を前記第二内部ガイドレール６０のガイ
ドレール６４の固定孔６４４に螺合する。複数のねじで前記第二連接モジュール８０の連
接部材８４の取付孔８４６を貫いて、前記第二連接モジュール８０の連接部材８４を前記
取付部材８２のねじ孔８２４に螺合する。前記第二連接モジュール８０の取付部材８２は
、前記第一連接モジュール７０の連接部材７４の延在部７４５の下方の切口に位置し、前
記連接部材８４は、前記延在部７４５の外側に位置する。前記第二連接モジュール８０の
連接部材８４の積載部８４２の固定スロット８４４の位置は、前記第一連接モジュール７
０の連接部材７４の延在部７４５のスロット７４５８に対応する。前記フック部材９０の
フック部９１は、前記第一連接モジュール７０の連接部材７４の延在部７４５の突起７４
５２に引っ掛けられ、前記フック部材９０の弾性シート９４の自由端は、前記外部ガイド
レール１０の頂部の外側表面に当接し、前記フック部９１のフック９１３は、前記突起７
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４５２から離れている（図１２の点線部分を参照してください）。複数のねじによって前
記リリース部材２０の取付部２２を前記外部ガイドレール１０に固定し、前記リリース部
材２０のリリースシート２４２は、前記第一連接モジュール７０に近付く。前記第一連接
モジュール７０及び前記第二連接モジュール８０の頂部における前記外部ガイドレール１
０に近付く片側は、前記リリース部材２０の収容部２４に収容される。前記第一連接モジ
ュール７０の連接部材７４の固定スロット７４４に係合された第一サーバーケース及び前
記第二連接モジュール８０の連接部材８４の固定スロット８４４に係合された第二サーバ
ーケースが引き出されなかった時、前記第一定位モジュールのスライド部材４６２及び前
記第二定位モジュールのスライド部材４８２は、別々に前記第一内部ガイドレール５０の
第一ガイド部５６の上方及び第二ガイド部５８の下方に位置する。
【００３２】
　図１、図２、図７、図９、図１２、図１４、及び図１６を参照すると、前記中部ガイド
レール４０のガイドレール４２の第一定位部の係止シート４２１が前記第二内部ガイドレ
ール６０の弾性シート６２の係合部６２４の係合孔６２４２に係合されるため、右に向か
って前記第二連接モジュール８０の上の第二サーバーケースを引き出す時、前記中部ガイ
ドレール４０と前記第二内部ガイドレール６０が一緒に前記外部ガイドレール１０に相対
してスライドするが、前記第一内部ガイドレール組立体は移動しない。前記第一定位モジ
ュールのスライド部材４６２は、前記第一内部ガイドレール５０の第一ガイド部５６に沿
って上へスライドし、前記第二定位モジュールのスライド部材４８２は、前記第一内部ガ
イドレール５０の第二ガイド部５８に沿って下へスライドする。前記フック部材９０は、
そのフック部９１のフック９１３が前記第一連接モジュール７０の連接部材７４の延在部
７４５の突起７４５２に接触するまで該突起７４５２に向かって移動する。この時、前記
第一定位モジュールのスライド部材４６２及び前記第二定位モジュールのスライド部材４
８２は、別々に前記第一ガイド部５６及び前記ガイド部部５８の右側にスライドされ、且
つ前記第一定位モジュールの弾性部材４６６及び前記第二定位モジュールの弾性部材４８
６の回復力作用によって別々に前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第一付設
部のガイド孔４６１のガイド部４６１２の下部及び前記第二付設部のガイド孔４８１のガ
イド部４８１２の上部に移動される。前記第二内部ガイドレール組立体は、前記中部ガイ
ドレール４０及び前記第一内部ガイドレール組立体を連動して一緒に前記外部ガイドレー
ル１０に相対してスライドする。前記第二定位モジュールのスライド部材４８２は、前記
中部ガイドレール４０の頂部近傍に位置するため、前記中部ガイドレール４０が右へスラ
イドする場合、前記外部ガイドレール１０のガイドレール１２の第二係止シート１２８に
干渉されない。前記中部ガイドレール４０が続いて右へスライドする場合、前記第一定位
モジュールのスライド部材４６２の内側の円柱部を連動して前記第二係止シート１２８の
ガイド部１２８１を越えてから落下して前記係止部１２８２に係止され、前記中部ガイド
レール４０が左へスライドして前記外部ガイドレール１０に入ることを免れる。前記第一
スライド補助部材３０の両端は、別々に前記中部ガイドレール４０の左側の係止部材４４
の第一制限部４４２及び前記外部ガイドレール１０の右側の係止部材１４の制限部１４２
に当止されて、前記中部ガイドレール４０は続いてスライドして前記外部ガイドレール１
０から離れることができない。前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第一定位
部の貫通孔４２２から前記第二内部ガイドレール６０の弾性シート６２の係合部６２４を
押圧して、前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第一定位部の係止シート４２
１を前記係合部６２４の係合孔６２４２から退出させる。前記第二内部ガイドレール組立
体及び前記第一内部ガイドレール組立体を引けて前記中部ガイドレール４０に相対して右
へスライドする。前記第二内部ガイドレール組立体及び前記第一内部ガイドレール組立体
が図１６に示す位置までスライドした時、前記弾性シート６２の係合部６２４が前記中部
ガイドレール４０のガイドレール４２の第二定位部の貫通孔４２４まで移動して、前記第
二定位部の係止シート４２３が前記係合部６２４の係合孔６２４２に係合され、且つ前記
第一内部ガイドレール５０の第一ガイド部５６は前記外部ガイドレール１０のガイドレー
ル１２の第二係止シート１２８の右側に移動される。この時、前記第二サーバーケースを
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便利に操作することができる。
【００３３】
　図３及び図４を一緒に参照すると、前記第一サーバーケース及び前記第二サーバーケー
スを左へ推す時、前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第二定位部の貫通孔４
２４から前記第二内部ガイドレール６０の弾性シート６２の係合部６２４を押圧して、前
記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第二定位部の係止シート４２３を前記係合
部６２４の係合孔６２４２から退出させる。前記第二内部ガイドレール組立体及び前記第
一内部ガイドレール組立体を推して左へスライドさせて、前記中部ガイドレール４０のガ
イドレール４２の第一定位部の係止シート４２１が前記係合部６２４の係合孔６２４２に
係合される。前記第一内部ガイドレール５０の第一ガイド部５６の左側が前記第一定位モ
ジュールのスライド部材４６２の外側の円柱部を推して、前記スライド部材４６２が前記
中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第一付設部のガイド孔４６１のガイド部４６
１２に沿って上へスライドして前記弾性部材４６６を押圧し、前記スライド部材４６２の
内側の円柱部が上へスライドして前記外部ガイドレール１０のガイドレール１２の第二係
止シート１２８のガイド部１２８２の頂端を越してから、前記中部ガイドレール４０は、
前記外部ガイドレール１０に相対して左へスライドすることができ、前記第二内部ガイド
レール６０、前記第一内部ガイドレール５０及び前記中部ガイドレール４０は、左へ初期
位置までスライドする。
【００３４】
　図１５及び図１７を参照すると、前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の第一
定位部の係止シート４２１が前記第二内部ガイドレール６０の弾性シート６２の係合部６
２４の係合孔６２４２に係合されるため、前記第一連接モジュール７０の固定スロット７
４４に係合された第一サーバーケースを左へ引き出す時、前記第一内部ガイドレール５０
が左へスライドして、その上の第一ガイド部５６及び第二ガイド部５８は別々に前記第一
定位モジュールのスライド部材４６２及び前記第二定位モジュールのスライド部材４８２
に沿ってスライドして、前記第一定位モジュールのスライド部材４６２及び前記第二定位
モジュールのスライド部材４８２が別々に前記第一定位モジュールの弾性部材４６６及び
前記第二定位モジュールの弾性部材４８６の作用によって弾性回復することにする。前記
第一連接モジュール７０の連接部材７４の延在部７４５の突起７４５２は、前記フック部
材９０のフック部９１のフック９１３が前記突起７４５２に引っ掛けるまで前記フック部
９１に沿ってスライドする。前記第一内部ガイドレール５０は、前記中部ガイドレール４
０及び前記第二内部ガイドレール６０を連動して一緒に前記外部ガイドレール１０に相対
して左へスライドする。前記第一定位モジュールのスライド部材４６２が前記中部ガイド
レール４０の底部近傍に位置するため、前記中部ガイドレール４０が左へスライドする過
程において、前記外部ガイドレール１０のガイドレール１２の第一係止シート１２６に干
渉されなく、前記第二定位モジュールのスライド部材４８２の内側の円柱部が前記第一係
止シート１２６のガイド部１２６１の底端を越えてから前記第一係止シート１２６の係止
部１２６２に当止され、前記中部ガイドレール４０が右へスライドして前記外部ガイドレ
ール１０に入ることを免れる。前記第一内部ガイドレール５０、前記第二内部ガイドレー
ル６０及び前記中部ガイドレール４０が続いてスライドして図１５に示す位置に到着した
時、前記フック部材９０のガイド部９３の斜辺が前記リリース部材２０の収容部２４のリ
リースシート２４２のガイド部に沿ってスライドして、前記フック部材９０がそのフック
部９１の枢着孔を中心に回転することにして、前記フック部材９０の弾性シート９４が弾
性変形して、前記フック部材９０のフック部９１のフック９１３が前記第一連接モジュー
ル７０の連接部材７４の延在部７５の突起７４５２から離れる。前記第一内部ガイドレー
ル５０と前記第二内部ガイドレール６０が分けて、且つ前記第一内部ガイドレール５０が
続いて左へスライドする。前記第一スライド補助部材３０の両端は、別々に前記中部ガイ
ドレール４０の右側の係止部材４４の第一制限部４４２及び前記外部ガイドレール１０の
左側の係止部材１４の制限部１４２に当止されて、前記中部ガイドレール４０は続いてス
ライドして前記外部ガイドレール１０から離れることができない。前記第一内部ガイドレ
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ール５０が外へスライドして図１７に示す位置に到着した時、前記第一内部ガイドレール
５０の当止塊５９が前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の当止シート４２９に
当止され、前記第一内部ガイドレール５０と前記第二内部ガイドレール６０が一定の距離
を隔てて、前記第一連接モジュール７０の連接部材７４に取り付けられた第一サーバーケ
ース及び前記第二連接モジュール８０の連接部材８４に取り付けられた第二サーバーケー
スが一定の距離を隔てて、作業者が第一サーバー及び第二サーバーを操作することに便利
を提供する。
【００３５】
　前記第一サーバーケース及び前記第二サーバーケースを右へ推す時、前記第一内部ガイ
ドレール５０が右へスライドして、その第二ガイド部５８の右側が前記第二定位モジュー
ルのスライド部材４８２の外側の円柱部を推して、前記スライド部材４８２が前記中部ガ
イドレール４０のガイドレール４２の第二付設部のガイド孔４８１のガイド部４８１２に
沿って下へスライドして前記第二定位モジュールの弾性部材４８６を押圧する。前記スラ
イド部材４８２の内側の円柱部が下へスライドして前記外部ガイドレール１０のガイドレ
ール１２の第一係止シート１２６のガイド部１２６１の底部を越してから、前記第一内部
ガイドレール５０と前記第二内部ガイドレール６０が接触して、前記第二内部ガイドレー
ル６０及び前記中部ガイドレール４０を内へスライドさせ、前記フック部材９０のガイド
部９３が前記リリース部材２０の収容部２４のリリースシート２４２から離れ、前記フッ
ク部材９０の弾性シート９４の弾性回復力の作用によって、前記フック部材９０のフック
部９１が前記第一連接モジュール７０の連接部材７４の延在部７４５の突起７４５２に引
っ掛けられる。前記第一内部ガイドレール５０、前記第二内部ガイドレール６０及び前記
中部ガイドレール４０が続いて右へ初期位置までスライドする。
【００３６】
　上述のように、前記第一連接モジュール７０、前記第二連接モジュール８０及び前記リ
リース部材２０の収容部２４のリリースシート２４２の共同の作用によって、前記第一内
部ガイドレール５０及び前記第二内部ガイドレール６０が異なる方向に向かってスライド
する時に異なる運動形式を形成することができ、作業者が前記第一連接モジュール７０の
連接部材７４に取り付けられた第一サーバー及び前記第二連接モジュール８０の連接部材
８４に取り付けられた第二サーバーを操作することに便利を提供する。
【００３７】
　前記外部ガイドレール１０のガイドレール１２の第一係止シート１２６及び第二係止シ
ート１２８、前記第一定位モジュール及び前記第二定位モジュール、前記中部ガイドレー
ル４０のガイドレール４２の第一付設部及び第二付設部、前記第一内部ガイドレール５０
の第一ガイド部５６及び第二ガイド部５８は、本実施形態における三段式ガイドレールの
中部ガイドレールと外部ガイドレールとの間のロックとリリースを実現することに用いら
れる。前記第二内部ガイドレール６０の弾性シート６２及び前記中部ガイドレール４０の
ガイドレール４２の第一定位部及び第二定位部によって、前記第二内部ガイドレール６０
を前記中部ガイドレール４０に定位させる。前記第一内部ガイドレール５０の当止塊５９
及び前記中部ガイドレール４０のガイドレール４２の当止シート４２９によって、前記第
一内部ガイドレール５０が左へスライドする路径を制限する。上述の構造によって、三段
式ガイドレールの作動順序を実現することができ、即ち前記第一内部ガイドレール５０及
び前記第二外部ガイドレール６０を引き出すかまたは引き込む時、まず前記中部ガイドレ
ール４０をスライドさせる。
【００３８】
　本実施形態において、前記リリース部材２０の取付部２２、前記第一連接モジュール７
０及び前記第二連接モジュール８０は、連接作用を発揮するため、これらの構造を除去し
て前記リリース部材２０のリリースシート２４２を直接的に前記外部ガイドレール１０に
設置することができ、前記突起７４５２及び前記フック部材９０を別々に直接的に前記第
一内部ガイドレール５０及び前記第二内部ガイドレール６０に設置することができる。
【００３９】
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　図１８を参照すると、本発明の第二実施形態に係るガイドレール装置は、二段式ガイド
レールにも適用され、同様に２つのサーバーケースを取り付けることができる。即ち、第
一内部ガイドレール組立体の第一内部ガイドレール５０及び第二内部ガイドレール組立体
の第二内部ガイドレール６０は、外部ガイドレール組立体の外部ガイドレール１０にスラ
イド可能に直接的に取り付けられる。リリース部材２０のリリースシート２４２は、直接
に前記外部ガイドレール１０に設置される。前記第一内部ガイドレール５０の右端及び前
記第二内部ガイドレール６０の左端には、それぞれ上方へ延在される取付部が設置される
。前記突起７４５２には、前記第一内部ガイドレール５０の取付部に設置し、前記フック
部材９０を前記第二内部ガイドレール６０の取付部に枢着する。
【００４０】
　以上本発明を実施例に基づいて具体的に説明したが、本発明は、上述の実施例に限定さ
れるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において、種種変更可能であることは勿論
であって、本発明の保護範囲は、以下の特許請求の範囲から決まる。
【符号の説明】
【００４１】
１０　外部ガイドレール
１２，４２，６４　ガイドレール
１４，４４　係止部材
２０　リリース部材
２２，６２２，６４２，４６１４，４８１４　取付部
２４　収容部
３０　第一スライド補助部材
３２　第二スライド補助部材
３４　第三スライド補助部材
４０　中部ガイドレール
５０　第一内部ガイドレール
５４，４６７，４８７，６４４　固定孔
５６　第一ガイド部（第一内部ガイドレール組立体側ガイド部）
５８　第二ガイド部（第一内部ガイドレール組立体側ガイド部）
５９　当止塊
６０　第二内部ガイドレール
６２　弾性シート（第二内部ガイドレール組立体側弾性シート）
９４　弾性シート（フック部材側弾性シート）
７０　第一連接モジュール
７２，８２　取付部材
７４，８４　連接部材
８０　第二連接モジュール
９０　フック部材
９１　フック部
９３　ガイド部（フック部材側ガイド部）
１２６１，１２８１，４６１２，４８１２　ガイド部
１２６　第一係止シート（外部ガイドレール側係止シート）
１２８　第二係止シート（外部ガイドレール側係止シート）
１４２，４８４１　制限部
２４２　リリースシート
４２１，４２３　係止シート（定位部側係止シート）
４２２，４２４　貫通孔
４２９　当止シート
４４２　第一制限部
４４３　第二制限部
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４６１，４８１　ガイド孔
４６２，４８２　スライド部材
４６３，４８３，７２２，７４６，８２２，８４６　取付孔
４６４，４８４　固定部材
４６５，４８５　収容孔
４６６，４８６　弾性部材
６２４　係合部
７２４，８２４，８４１　ねじ孔
７４１　ハンドル
７４２，８４２　積載部
７４４，８４４　固定スロット
７４５　延在部
８４０　湾曲部
９１３　フック
１２６２，１２８２，４６４２，４６４４，４８４２，４８４４　係止部
４６４５，４８４５　連接ロッド
４６４６，４８４６　係止フック
６２４２　係合孔
７４５２　突起
７４５８　スロット

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(19) JP 5363205 B2 2013.12.11

10

フロントページの続き

(72)発明者  余　末明
            中華人民共和国広東省深▲セン▼市寶安区龍華鎮油松第十工業区東環二路２号
(72)発明者  何　湘偉
            中華人民共和国広東省深▲セン▼市寶安区龍華鎮油松第十工業区東環二路２号

    審査官  川内野　真介

(56)参考文献  特開平０２－２０３５９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３５５１２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５５－０００１４５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０５Ｋ　　　７／１８　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　１／１６　　　　
              Ｈ０５Ｋ　　　５／００－　５／０６
              Ａ４７Ｂ　　８８／００－８８／２２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

